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2013 - 2014 年度のお礼とご報告

　私が本活動に参加して、約１年が経過しました。

　私が初めて本活動に参加したときは、家の形はしているものの、床は剥がれ、柱は痛み、開口部は

ガタガタで、何をどうすればいいか先が見えない状況でした。しかし、活動に参加してくださった学

生の方々、SAVE TAKATA のスタッフ、現地の大工さんの協力があり、現在では人を呼んでも恥

ずかしくない状態にまで変化を遂げました。今でも、若興人の家へ行き、貼られている床を見ると当

時の感動を思い出している自分がいます。

　私は活動を通して、仲間とものを造ることの喜び、楽しさに気が付くことができました。この気持

ちは、我々運営側だけで感じていてはもったいないものです。今後はものを造る、という活動を通し

て色々な方々と繋がることで、陸前高田を盛り上げて行きたいと考えています。

    「自分のスキルを活かし、復興の役に立ちたい」そう胸に刻みながら活動を続けた１年半でした。

短いようでいて、中身が濃く長かった道のり。「この素晴らしい陸前高田で何かできることはないか？」

と思い、様々なことに挑戦しました。家づくり班の一員としてのタスクをこなすとともに、デザイナー

としてイベント出展のためのパネルやリーフレット、メンバーのネームプレートや名刺など、数えき

れないくらいの成果物を残すことができました。若興人の家に興味をもち、成果物を見た人が感動し

てくれたときの喜びは忘れられません。そして自分のスキルやセンスが相手に良い影響を与えている

と直接感じられることに、いままでにないやりがいを感じました。応援頂いた皆様に多大なる感謝を

申し上げます。

一般社団法人 SAVE TAKATA 代表理事　佐々木 信秋

　

　ほぼゼロからつくりあげてきた若興人の家事業を、やっとまとめることができました。この 1 年
半～ 2 年間は「下積み」期間であり、また 1 ヶ月に数日しか陸前高田で活動することができなかっ
たため、市民の皆さまには成果が見えづらかったと思います。
　しかしこの下積み期間は、多くの方々のご協力があってこそでした。この 1 年半をじっくり振返っ
てみると、本当に様々な活動をすることができたと感慨深くなります。
　活動に参加してくださった約 75 名の高校生・大学生の皆さんは、活動目的を理解するのが難しかっ
たと思います。しかし、活き活きと活動する皆さんの姿が「若興人の家に参加したい！」と思う人を
増やすことに繋がりました。最初は中心となる学生メンバーが 2 名しかおらず、やるべき活動をす
ぐに実行できない期間もありましたが、現在では 12 名の頼もしい学生メンバーが、事業のこれから
を真剣に考えています。学生メンバーそれぞれのやる気・能力を発揮できるように努めた結果、1 人
1 人がかけがえのない大切な仲間になりました。参加者と学生メンバーに恵まれ、感謝ばかりです。

　若興人の家の活動の源流は、当初学生（= 若者）にどうやったら陸前高田に定期的にきてもらえる

のか？という疑問を学生自身に投げかけたことから始まった活動です。様々なご縁をいただき、借

りることになった平屋住宅を、学生に共有したところ「改修しましょう！」「みんなが集えるような

場所にしよう！」「家具とかも自分で創れたら楽しいよね！」と、本当に目を輝かせながら話してい

たのが 3 年前、つい昨日のように思い出します。これまでの活動は小さなことから大きなことまで

日々課題との戦いでした。そのなかで学生の自主性や自発性を損なわず、どうやったらうまくサポー

トできるのか・・・試行錯誤を繰り返す日々でした。その日々のなかで多くのみなさまに支えられ、

そして情熱を持った学生と巡り会うことが出来、これまで活動を進めさせていただきました。厚く

感謝を申し上げます。今後とも若興人の家の活動を、何卒、よろしくお願いいたします。

第 1 期 学生リーダー　久保 玲奈

第 1 期 家づくりチームリーダー　田中 匠

デザイン・マネジメント　鈴木 紀明

若興人の家
事業説明

●家づくり

若興人の家を訪れれば、陸前高田の人とつながることができる！と言ってもらえるような家にしたいです。

訪れる人、作る人、家そのもの、そして街の様子。全てが「変わり続ける」家になることを目指します。

若興人の家はこれまでの施工で、床と壁がほぼ完成しています。今後は手つかずの部屋をミーティングルームとす

ることも含め、家としての基本的な設備を整えます。その後はより魅力的な空間づくりを行っていく予定です。自

分の作りたいものが作れる、アイディアが反映される、そんな魅力的な活動です。

●発見・発信

陸前高田の魅力は全て、そこに住む人がいてこそ。

食べ物だって、街だって、人がいなければ成り立たない、という想いがこもっています。

会いたい”ひと”は、人間だけでなく、陸前高田の魅力すべてを表しています。

陸前高田での活動の度ごとに市内の街歩きと一次産業に携わる方へのヒアリングを行っています。

地域の方々との交流を深めるとともに、私たちが新たな陸前高田の魅力を発見するきっかけになっています。

活動の成果をまとめた「わこうどつうしん」も毎月発行しています。

《各事業紹介》

　岩手県陸前高田市の震災前からの地域課題である「若者流出」に対処しようと、一般社団法人 SAVE TAKATA

では若者事業を行っています。私たち大学生はその一環として「若興人の家」を運営しています。陸前高田を訪れ

る学生の活動拠点となることを目指して古民家をリノベーションしよう、というところから始まりました。

　

　主な活動は 2 つ。1 つは、地域の人と繋がるための 。若興人の家を「変わり続ける家」として、

これからもずっとつくり続けていきます。家自体はもちろん、そこに関わる人・訪れる人、また陸前高田のまちも

これから変わり続けていくという想いを込めて。もう 1 つは陸前高田の魅力の 。私たち自身も

まだ知らない陸前高田の魅力を発見し、それを全国に発信することが目標です。これらの活動のゴールは、「交流

人口 ( その地域を訪れる、または交流する人 ) の増加」。今後は交流イベントなども行う予定です。

　私たちと一緒に事業について考え、計画して形にしていく「プロジェクトマネジメントメンバー（PM メンバー）

として、また、現地での活動のみに参加する「参加メンバー」としてなど、関わり方は様々ですが、皆、「陸前高田

を知りたい！」「陸前高田が好き！」そんな共通の想いをもって活動しています。

※ 一般社団法人 SAVE TAKATA  は、挑戦の地「陸前高田」で、日本の未来を創る地域づくりを目指す、という理念の元、

農業、IT 事業、若者事業の 3 事業を軸に「米崎りんごの 7 次化（6 次化 + 担い手づくり）」　「IT による人材育成」「若者の

場づくりと情報発信による若者流入」を実施、過疎化地域の課題解決と、その先にある日本の未来づくりを進めています。

※



　

「
若
興
人
の
家
」
と
は
、
陸
前
高
田
を
訪
れ
る

学
生
の
活
動
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
学
生

に
よ
っ
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
て
い
る
古
民
家

の
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
事

業
が
生
ま
れ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
現
在
の

よ
う
な
姿
に
な
っ
た
の
か
を
見
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
「
家
」
は
震
災
か
ら
1
年
2
ヶ
月
後
の

2
0
1
2
年
5
月
、
当
時
S
A
V
E 

T
A
K
A
T
A
の
お
手
伝
い
に
来
て
い
た
方
の
住

居
と
し
て
S
A
V
E 

T
A
K
A
T
A
代
表
の
父
の

知
人
か
ら
借
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
4
ヶ
月
後
、
そ
の
方
が
使
用
す
る
こ
と

は
な
く
な
り
、
「
家
」
は
再
び
空
き
家
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
S
A
V
E 

T
A
K
A
T
A
で
は
、

せ
っ
か
く
貸
し
て
い
た
だ
い
た
「
家
」
を
ど
の
よ

う
に
利
用
す
る
か
考
え
あ
ぐ
ね
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
と
き
、イ
ベ
ン
ト
に
来
て
い
た
学
生
か
ら
「
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
に
し
て
は
ど
う
か
」
と
い
う
意
見
を

も
ら
い
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に

し
よ
う
か
と
、
ニ
ー
ズ
を
考
え
て
い
る
と
、
当
時

陸
前
高
田
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
訪
れ
る
学
生

の
拠
点
が
な
い
と
い
う
問
題
に
行
き
着
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
学
生
向
け
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
作

ろ
う
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陸
前
高
田
は
震
災
前
か
ら
地
域
課
題
と

し
て
「
若
者
流
出
」
「
高
齢
化
」
が
切
実
で
し
た
。

震
災
で
若
者
の
犠
牲
者
が
多
か
っ
た
こ
と
や
、
震

災
後
の
若
者
流
出
に
よ
っ
て
、
陸
前
高
田
の
過
疎
化

と
高
齢
化
は
お
よ
そ
20
年
分
進
ん
で
し
ま
っ
た
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
日
本
全
体
の
人
口
が
減
っ

て
い
る
た
め
、
陸
前
高
田
を
と
っ
て
み
て
も
総
人
口

が
減
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

S
A
V
E 

T
A
K
A
T
A
で
は
「
若
者
」
に
注
目
し
、

総
人
口
に
占
め
る
若
者
の
割
合
を
大
き
く
す
る
こ
と

で
地
域
課
題
の
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
の
で

す
。
こ
う
し
た
様
々
な
流
れ
の
中
で
若
者
流
入
が
事

業
と
し
て
立
案
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
事
業
の

ゴ
ー
ル
は
、
「
若
者
移
住
者
の
創
出
」
。
こ
の
実
現
の

た
め
に
は
、
ま
ず
学
生
の
ニ
ー
ズ
を
知
る
こ
と
が
必

要
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
、
当
事
者
で
あ
る
学
生
と
共

に
事
業
を
行
っ
て
、
学
生
の
生
の
声
を
肌
で
感
じ
な

が
ら
若
者
の
ニ
ー
ズ
を
知
ろ
う
と
考
え
、
学
生
と
共

に
運
営
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

　

ト
ヨ
タ
財
団
様
と
住
友
商
事
様
か
ら
助
成
を
受
け
、

学
生
が
本
格
的
に
関
わ
り
始
め
た
の
は
2
0
1
3
年

4
月
の
こ
と
で
す
。
こ
の
と
き
参
加
し
て
い
た
学
生

た
ち
は
、
2
0
1
3
年
4
月
～
2
0
1
3
年
10
月
ま

で
の
間
に
、
陸
前
高
田
の
調
査
訪
問
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

若
興
人
の
家
の
設
計
図
案
、
模
型
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
を
作
り
ま
し
た
。
床
を
剥
が
し
て
地
質
調
査
を

す
る
と
こ
ろ
ま
で
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
彼
ら
の
活
動
を
引
き
継
ぐ
か
た
ち
で
、

2
0
1
3
年
10
月
に
は
新
た
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
継

続
的
に
関
わ
る
学
生
が
数
名
、
そ
の
他
陸
前
高
田
で

の
活
動
の
み
に
参
加
す
る
学
生
な
ど
も
合
わ
せ
て
、

3
大
学
か
ら
毎
回
5
～
7
人
が
参
加
し
、
施
工
が
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
以
降
5
回
ほ
ど
の
現

地
活
動
を
重
ね
、
現
地
の
大
工
さ
ん
に
手
伝
っ
て
い

た
だ
き
な
が
ら
床
の
貼
り
換
え
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

2
0
1
4
年
4
月
、
施
工
が
ひ
と
段
落
し
た
こ
と

や
、
新
し
い
年
度
の
始
ま
り
と
い
う
こ
と
か
ら
、

S
A
V
E 

T
A
K
A
T
A
と
学
生
と
で
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
が
開
か
れ
ま
し
た
。
事
業
の
再
確
認
が
行
わ
れ
、

S
A
V
E 

T
A
K
A
T
A
と
学
生
と
の
間
で
の
方
向

性
の
す
り
合
わ
せ
が
行
わ
れ
て
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。
S
A
V
E 

T
A
K
A
T
A
と
し
て

も
、
若
者
事
業
を
3
つ
の
事
業
の
う
ち
の
1
つ
と
し

て
正
式
に
位
置
づ
け
ま
し
た
。
こ
の
頃
ま
で
に
は
、

東
京
都
市
大
学
、
早
稲
田
大
学
の
学
生
が
運
営
メ
ン

バ
ー
と
し
て
継
続
的
に
活
動
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
自
分
た
ち
の
活
動
の
柱
を

見
直
そ
う
と
い
う
流
れ
か
ら
、
2
0
1
4
年
6
月

に
は
、
若
興
人
の
家
の
運
営
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
全

体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
か
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
事
業
の
柱
を
そ
れ
ま
で
の
「
つ

く
る
・
の
こ
す
・
は
な
す
」
か
ら
「
拠
点
づ
く
り
・

ま
ち
あ
る
き
・
交
流
事
業
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

若
者
定
住
者
の
創
出
の
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
、
ま
ず
は
来
て
も
ら
う
、
次
に
継
続
的
に
来
て

も
ら
う
、
そ
し
て
定
住
し
て
も
ら
う
、
と
い
う
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
、
こ
の
段
階
で
は
最
初
の
ス

テ
ッ
プ
で
あ
る
、
「
ま
ず
は
来
て
も
ら
う
」
た
め

に
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
3
つ
の

事
業
の
柱
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
「
拠
点
づ

く
り
」
で
は
文
字
の
通
り
、
自
分
た
ち
を
含
め
外

部
か
ら
陸
前
高
田
を
訪
れ
た
学
生
の
拠
点
で
あ
る

「
若
興
人
の
家
」
を
作
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
。「
ま

ち
あ
る
き
」
で
は
、
陸
前
高
田
を
訪
れ
る
学
生
に

陸
前
高
田
の
魅
力
を
伝
え
る
に
は
、
ま
ず
は
自
分

た
ち
が
陸
前
高
田
を
知
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
発

想
の
も
と
、
外
部
の
人
間
だ
か
ら
こ
そ
発
見
で
き

る
陸
前
高
田
の
魅
力
の
発
見
を
目
的
に
ま
ち
あ
る

き
を
行
い
ま
し
た
。
「
交
流
事
業
」
は
、
ま
ち
あ

る
き
で
得
た
情
報
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
交
流

を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
人
に
広
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
活
動
で
す
が
、
こ
の
活
動
に
関
し
て
は
、

あ
る
程
度
ま
ち
あ
る
き
を
し
て
か
ら
で
な
い
と
実

施
で
き
な
い
と
い
う
判
断
で
先
延
ば
し
に
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

2
0
1
4
年
1
0
月
に
は
、
前
回
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
以
降
に
新
た
に
加
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
い
る

こ
と
や
、
実
際
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
以
降
の
活
動
を

通
じ
て
気
づ
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な

ど
か
ら
、
も
う
一
度
S
A
V
E 

T
A
K
A
T
A
と

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、

「
学
生
の
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
は
な

に
か
」
と
い
う
視
点
か
ら
自
分
た
ち
の
活
動
に
つ

い
て
今
一
度
考
え
、
結
果
と
し
て
私
た
ち
は
陸
前

高
田
に
若
者
を
呼
び
込
み
交
流
す
る
こ
と
、
つ
ま

り
「
交
流
人
口
の
増
加
」
が
使
命
な
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

伴
っ
て
、
こ
れ
ま
で
3
つ
に
分
か
れ
て
い
た
柱
を
、

「
家
づ
く
り
」
と
「
発
見
・
発
信
」
の
2
つ
に
絞

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
準
備
段
階
で

あ
っ
た
自
分
た
ち
の
活
動
で
す
が
、
軸
が
明
確
に

な
り
、
こ
こ
で
よ
う
や
く
基
盤
が
で
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
何
度
も
話
し
合
い
を
重
ね
、
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
で
す
が
、
自
分
た
ち

で
計
画
・
実
行
し
、
何
よ
り
も
「
み
ん
な
で
楽
し

む
」
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
が
私
た
ち
の
活
動
の
最

大
の
魅
力
な
の
で
す
。
学
生
な
ら
で
は
の
、
活
気

あ
る
に
ぎ
や
か
な
活
動
の
輪
を
こ
れ
か
ら
も
広
げ

て
い
き
ま
す
。

プロジェクトの歴史
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年
表

 

7891011 1 12 9

参加人数

2012

5

活動内容

12 4
2013

56
企画時期
（第０期）

再企画時期
（第１期）

若
興
人
の
家
の
B
e
f
o
r
e
模
型
完
成

新
メ
ン
バ
ー
と
し
て
東
京
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
東
京
都
市
大
学
建
築
学
科
生
が
参
画

第
１
期　

掃
除
、
ト
イ
レ
構
想
、
一
部
解
体
（
改
修
工
事
開
始
）
（
9
月
5
〜
6
日
）

第
３
期　

基
礎
工
事
、
ト
イ
レ
工
事
（
10
月
27
〜
28
日
）　

東
京
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
本
格
的
な
設
計
が
始
ま
る

第
４
期　

基
礎
工
事
、
ト
イ
レ
工
事

東
京
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
初 

開
催
（
若
興
人
の
家
方
針
決
定
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
作
成
）

S
A
V
E 

T
A
K
A
T
A
職
員
・
伊
藤
が
現
地
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
画

旧 

地
域
支
縁
団
体
A
R
C
H
を
中
心
と
し
、
S
A
V
E 

T
A
K
A
T
A
と
共

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
若
者
た
ち
が
陸
前
高
田
に
お
い
て
活
動
す
る
拠
点
と

し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
企
画
す
る

S
A
V
E 

T
A
K
A
T
A
職
員
の
住
居
と
し
て
空
き
家
を
譲
り
受
け
る

第
５
期　

基
礎
工
事
、
駐
車
場
整
備

今
ま
で
参
画
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
の
殆
ど
が
活
動
に
か
ら
離
れ
る

若
者
事
業
の
為
の
助
成
金
の
採
択
を
受
け
る

旧 

地
域
支
縁
団
体
A
R
C
H
代
表
が
学
生
リ
ー
ダ
ー
と
な
る

S
A
V
E 

T
A
K
A
T
A
・
第
０
期 

学
生
リ
ー
ダ
ー
が
共
に
企
画
を
協
議
す
る
（
第
１
弾
）

S
A
V
E 

T
A
K
A
T
A
伊
藤
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
な
る

若
興
人
の
家
視
察
、
地
域
調
査

S
A
V
E 

T
A
K
A
T
A
・
旧 

地
域
支
縁
団
体
A
R
C
H
・
千
葉
大
学
の
建
築

学
生
が
参
画

第
２
期　

工
具
調
達
、
一
基
礎
工
事
（
9
月
26
〜
27
日
）　
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第
１５
期　

S
A
V
E 

T
A
K
A
T
A
制
作
「
復
幸
マ
ッ
プ
」
配
架
作
業(

8
月
27
〜
29
日)

奥
尻
島
防
災
視
察(

9
月
5
〜
7
日)

若
興
人
の
家
ロ
ゴ
完
成

日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会 

学
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
出
展 (

11
月
29
日)

地
域
の
方
々
と
の
初
交
流
会(

カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー)(

10
月
4
日
）

わ
こ
う
ど
つ
う
し
ん
２
号
完
成

２
０
１
３
〜
２
０
１
４
年
度　

活
動
報
告
書
作
成

第
２０
期　

作
業
台
作
成
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
採
寸
、
復
幸
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
の
会
議(

2
月
21
〜
22
日)

復
興
・
復
旧
経
験
地
域
視
察
研
修
会　

発
表 (

12
月
20
日)

第
６
期　

割
ぐ
り
地
業
、
床
材
解
体
、
Ｕ
字
溝
整
備(

2
月
12
〜
14
日)

第
７
期　

雨
樋
掃
除
、
駐
車
場
横
階
段
設
置(

2
月
19
日)

第
８
期　

床
材
解
体
、
壁
一
部
解
体
、
地
盤
な
ら
し　

(

2
月
24
〜
27
日)

第
９
期　

気
仙
大
工
さ
ん
の
手
伝
い
（
床
材
設
置
）、
壁
一
部
解
体(

3
月
3
〜
4
日
）

第
１０
期　

床
完
成
、
壁
材
設
置
、
床
・
壁
一
部
解
体(

3
月
26
〜
28
日
）

２
０
１
４
年
度　

若
興
人
の
家
広
報
戦
略
会
議

第
１１
期　

購
入
家
具
の
組
み
立
て
、
家
の
大
掃
除(

4
月
19
〜
20
日)

S
A
V
E 

T
A
K
A
T
A
・
第
１
期 

学
生
リ
ー
ダ
ー
が
共
に
企
画
を
協
議
す
る
（
第
２
弾
）

第
１２
期　

陸
前
高
田
市
内
ま
ち
あ
る
き(

５
月

２４
〜

２５
日) 　
　

第
１３
期　

廃
材
撤
去
、
花
壇
作
り
、
農
業
体
験
、
地
元
行
事
の
手
伝
い(

6
月
21
〜
22
日)

第
１９
期　

ロ
ー
テ
ー
ブ
ル
制
作
、
ト
イ
レ
内
壁
設
置(

1
月
10
〜
11
日)

8911 103 2 12 1
2014

2345671
2015

再企画時期
（第２期）

S
A
V
E 

T
A
K
A
T
A
・
Ｐ
Ｍ
メ
ン
バ
ー
が
共
に
企
画
を
協
議
す
る
（
第
４
弾
） (

10
月
22
日)

第
１６
期　

ま
ち
あ
る
き
イ
ベ
ン
ト
参
加
、
看
板
制
作
、
外
壁
塗
装     (

10
月
4
〜
5
日
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
リ
ー
ス
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
完
成(

11
月
14
日)

い
わ
て
若
者
文
化
祭
出
展(

11
月
15
〜
16
日)

第
１７
期　

桜
ラ
イ
ン
３
１
１
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
初 

産
業
ヒ
ア
リ
ン
グ (

11
月
21
〜
23
日)

N
P
O
と
企
業
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ 

第
３
回
東
京
交
流
会
の
手
伝
い(

12
月
〜
11
日)

第
１８
期　

カ
ー
テ
ン
取
付
け
、
花
壇
、
初  

自
主
企
画
ま
ち
あ
る
き(

12
月
20
〜
21
日)

S
w
i
t
c
h 

vol.
4  

東
北
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
を
つ
く
っ
た
都
市
大
生　

講
演(

1
月
8
日)

合
宿…

活
動
報
告
書
、
企
画
書
、
若
興
人
の
家
利
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
な
ど(

2
月
14
〜
16
日)

わ
こ
う
ど
つ
う
し
ん
１
号
完
成

S
A
V
E 

T
A
K
A
T
A
・
Ｐ
Ｍ
メ
ン
バ
ー
が
共
に
企
画
を
協
議
す
る
（
第
３
弾
）(

6
月
3
日)

学
生
コ
ア
メ
ン
バ
ー
の
み
で
企
画
再
構
築
に
つ
い
て
協
議(

6
月

１３
日)

事
業
の
柱
を
「
拠
点
づ
く
り
」
「
ま
ち
あ
る
き
」
「
交
流
事
業
」
に
変
更
す
る

第
１４
期　

地
域
行
事
「
う
ご
く
七
夕
祭
り
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加(

8
月
7
日)
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家
づ
く
り
の
プ
ロ
セ
ス

大工さんを呼ぶ体制が整う 今にも壊れそうな
柱周辺の壁解体

家の横のぬかるんだ
道に階段を設置

土が溜まりコケが生え、
機能していない雨樋の掃除

初めて使う大型工具に
みんな大興奮

地元の気仙大工さんが
床をつくってくださる

腐食した床材の解体
立派な便器が設置され、

活動しやすい環境に
半分のスペースの
割栗地業が終了

建築家からご指示を
いただきながら割栗地業

モルタルを作って
壊れたU字溝を修復

隠れていたU字溝の発掘

２０１４年２月

（第７期）
２０１４年２月

（第８期）

２０１４年３月

（第９期）

２０１３年１１月

（第４期）

２０１３年１２月

（第５期）

２０１４年２月

（第６期）

２０１３年１０月

（第３期）

２０１３年９月

（第１期）

２０１３年９月

（第２期）

機能していなかった
トイレの壁と床の解体

便器設置準備のために
トイレの床貼り

トイレの構想を考える
床や窓の拭き掃除、

あちこちに刺さっている
要らない釘抜き

約６cm下がっている
家中心部の基礎まわり補強

傾きが無くなる
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あっという間に天井
まで仕上がった

床に続いて、壁着手
最低限の床と壁が

やっと完成
大掃除をし、待ちに待った

新しい床との対面
若興人の家で初めてのお茶っこ

最低限の家具は
キットで作成

約１ヶ月間で地元の
気仙大工さんが床材を
全て貼ってくださった

断熱材が丸見えだった
トイレの内壁に

やっと木版を取付けた
交流会で使うテーブル制作調理台の制作

皆の大好きなロゴが
入った時計の設置

女の子たちだけで壁の解体冷気が入ってきていた
大きな窓にカーテンを設置

花壇の定期整備

２０１４年３月

（第１０期）

２０１４年４月

（第１１期）

２０１４年１２月

（第１８期）

２０１５年１月

（第１９期）

２０１５年２月

（第２０期）

２０１４年６月

（第１３期）

２０１４年１０月

（第１６期）

２０１４年１１月

（第１７期）

大好きなロゴを壁に
ペイントし、若興人の家の

象徴的な場所に

若興人の家の顔と
なる看板制作

古びた色の壁を
元気な赤系に上塗り

少し活動しない間に
雑草がたくさん

改修で発生した大量の
廃材撤去作業

大きい廃材は切断
２日間かけて作業して

スッキリとした
玄関廻りになった
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家
づ
く
り
班

〜
変
わ
り
続
け
る
家
〜

　

テ
ー
マ
の
通
り
、
こ
の
家
の
完
成
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
時
に
関
わ
る
学
生
や
、
陸
前
高
田
市
民
の
方
々
の

要
望
に
合
わ
せ
て
、
作
業
内
容
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

自
分
の
作
り
た
い
も
の
が
作
れ
る
、
ア
イ
デ
ア
が
反
映

さ
れ
る
、
ワ
ク
ワ
ク
で
き
る
の
が
家
づ
く
り
班
で
す
。

〜
設
計
ま
で
の
長
い
道
の
り
〜

　

２
０
１
３
年
４
月
〜
２
０
１
３
年
１
０
月
に
参
加
し

て
い
た
学
生
た
ち
は
、
陸
前
高
田
市
の
調
査
訪
問
、
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
開
催
、
若
興
人
の
家
の
設
計
図
案
・
模
型

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

床
を
剥
が
し
て
地
質
調
査
す
る
と
こ
ろ
ま
で
活
動
し

一
区
切
り
し
ま
し
た
。

〜
案
を
持
寄
り
、
意
見
交
換…

の
繰
返
し
〜
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地域のかけがえのない自然、歴史、
文化、コミュニティを尊重した活動
を期待しております。

一級建築士　山中保博さまから

参加理由は改修工事に興味があった
からです。実際に行って作業した事で
自分にとってプラスになり、４月から大
工として働く気持ちも強くなりました！
また、陸前高田市の現状を知れました。
テレビで見ただけの軽い気持ちで行っ
たことが恥ずかしかったです。美味しい
ものも、あったかい人もたくさんの陸前
高田市にまた行きたいと思いました。

家づくり参加者 西原波月さんから

2012年12月

2013年7月

2013年10月

2014年3月
2014年5月～

➡➡

～

 

 

　

現
在
の
若
興
人
の
家
は
「
家
づ
く
り
班
」
と
「
発
見

・
発
信
班
」
の
２
つ
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

「
家
づ
く
り
班
」
の
最
初
は
「
つ
く
る
」
で
し
た
。

〜
事
故
が
な
い
よ
う
に
〜

〜
専
門
家
の
協
力
〜

〜
つ
く
る
、
拠
点
づ
く
り
、
家
づ
く
り
〜

〜
シ
ェ
ア
ラ
イ
ブ
ラ
リ
と
の
連
携
〜

若
興
人
の
家
のB

e
fo

re

模
型
完
成

若
興
人
の
家
視
察
、
地
域
調
査

気
仙
大
工
さ
ん
の
手
伝
い
（
床
材
設
置
）

改
修
工
事
開
始

本
格
的
な
設
計
が
始
ま
る

看
板
制
作
、
外
壁
塗
装

家
具
の
組
み
立
て
、
家
の
大
掃
除

床
・
壁
完
成
、
廃
材
撤
去

～～

◆
家
づ
く
り
班
の
目
標
◆

　

2
0
1
4
年
1
1
月 

「
デ
ザ
イ
ン
が
必
要
な
作
業
を
終
わ
ら
せ
る
」

　

2
0
1
5
年
3
月　

「
家
と
し
て
の
機
能
を
最
低
限
整
え
る
」
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発
見
・
発
信
班

〜
会
い
た
い
「
ひ
と
」
に
あ
い
に
い
こ
う
〜

　

「
な
ん
で
い
つ
も
陸
前
高
田
に
来
て
く
れ
る
の
？
陸

前
高
田
は
何
も
な
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
？
」

　

陸
前
高
田
に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
何
度
も
現

地
の
方
に
聞
か
れ
た
こ
と
で
す
。
そ
の
た
び
に
私
は
な
ぜ

だ
ろ
う
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
陸
前
高
田
に
は
素
敵
な

と
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
に
！
そ
れ
を
現
地
の
方
は
気

づ
い
て
い
な
い
し
、
全
国
の
人
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と

を
、
と
て
も
残
念
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

若
興
人
の
家
P
M
メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
陸
前
高
田
の

魅
力
に
惹
か
れ
て
何
度
も
陸
前
高
田
に
足
を
運
ん
で
い

ま
す
。
あ
る
人
は
人
に
惹
か
れ
て
、
あ
る
人
は
胃
袋
を

つ
か
ま
れ
て
、
ま
た
あ
る
人
は
自
然
に
魅
せ
ら
れ
て…

。

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
魅
力
で
溢
れ
る
陸
前
高
田
を
み

ん
な
に
知
っ
て
ほ
し
い
！

全
国
に
発
信
し
た
い
！
そ

の
よ
う
な
想
い
で
「
発
見

・
発
信
」
事
業
は
始
ま
り

ま
し
た
。
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

は
「
会
い
た
い
「
ひ
と
」

に
あ
い
に
い
こ
う
」
。
陸

前
高
田
の
魅
力
は
「
人
」

「
食
べ
物
」
「
自
然
」
な

ど
様
々
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
ら
は
す
べ
て
人
が
い
な
け
れ
ば
で
き
て
い
な
い
も
の

で
す
。
人
が
い
る
か
ら
こ
そ
、
今
の
陸
前
高
田
が
形
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
ひ
と
」
に
は
、
単
に
「
人
」

と
い
う
意
味
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の
意
味

が
詰
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

陸
前
高
田
の
魅
力
を
も
っ
と
も
っ
と
発
見
す
る
た
め
に

私
た
ち
は
「
街
歩
き
」
「
産
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
「
交
流

会
」
の
三
つ
を
軸
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
　

  

〜
街
歩
き
で
魅
力
を
再
発
見
〜

　

「
街
歩
き
」
で
は
、
毎
回
陸
前
高
田
を
よ
く
知
る
方

に
ガ
イ
ド
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
街
歩
き
を
し
、
今
ま

で
は
知
ら
な
か
っ
た
新
た
な
魅
力
を
発
見
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
４
年

１０
月
に
、
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
様
の
街
歩
き
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

街
歩
き
の
仕
方
や
、
成
果
物
へ
の
落
と
し
込
み
方
を
学

び
ま
し
た
。
そ
れ
を
基
に
し
て
、
自
分
た
ち
で
、
毎
回

一
緒
に
街
歩
き
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
方
々
に
ア
ポ
を

取
り
、
街
歩
き
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年

１２
月
、
地
元
の
高
校
生
と
街
歩
き
し
た
際

に
は
、
奇
跡
の
一
本
松
か
ら
タ
ピ
ッ
ク
を
ま
わ
り
な
が

ら
、
高
校
生
達
の
陸
前
高
田
の
風
景
や
震
災
遺
構
に
つ

い
て
の
考
え
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
高
校
生
な

が
ら
、
し
っ
か
り
と
し
た
意
見
を
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て

お
り
、
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
場
面
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
２
月
、
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
桜
ラ
イ

ン
３
１
１
の
理
事
の
方
と
街
歩
き
を
し
ま
し
た
。
桜
ラ
イ

ン
３
１
１
様
は
陸
前
高
田
市
内
約
１
７
０
km
に
渡
る
津
波
の

到
達
ラ
イ
ン
に
10
m
お
き
に
桜
を
植
樹
し
、
ラ
イ
ン
に
そ

っ
た
桜
並
木
を
作
る
こ
と
で
、
後
世
の
人
々
に
津
波
の
恐

れ
が
あ
る
と
き
に
は
そ
の
並
木
よ
り
上
に
避
難
す
る
よ

う
伝
承
し
て
い
く
こ
と
を
活
動
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
桜

の
植
樹
地
や
、
津
波
被
害
の
教
訓
が
刻
ま
れ
て
い
る
石
碑

な
ど
を
見
て
ま
わ
り
ま
し
た
。
陸
前
高
田
の
お
い
し
い
も

の
も
た
く
さ
ん
教
え
て
も
ら
い
、
ま
さ
に
新
た
な
魅
力
を

発
見
す
る
活
動
に
な
り
ま
し
た
。

家
さ
ん
、
牡
蠣
漁
師
さ
ん
な
ど
に
お
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
一
回
目
は
り
ん
ご
。 

収
穫
作
業
を
お
手

伝
い
さ
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
な
り
ま

し
た
。
途
中
で
、
太
陽
の
恵
み
を
た
っ
ぷ
り
浴
び
た
り

ん
ご
を
お
す
そ
分
け
し
て
い
た
だ
き
、
丸
か
じ
り
し
た

時
に
は
、
お
い
し
す
ぎ
て
自
然
と
笑
顔
が
溢
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
は
少
し
シ
ョ
ッ
ク
な
お

話
も
あ
り
ま
し
た
。
形
の
よ
く
な
い
り
ん
ご
は
、
農
協

に
出
し
て
も
結
局
検
査
料
が
か
か
る
だ
け
で
、
撥
ね
ら

れ
て
し
ま
う
の
で
、
廃
棄
す
る
ほ
う
が
ま
し
な
の
だ
そ

う
で
す
。
あ
る
程
度
は
加
工
品
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
し
た
が
、
廃
棄
量
は
多
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
し
ょ
う
が
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
何

か
他
に
も
利
用
方
法
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
は

な
い
か
、
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
お
話
を
聞
く
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱

え
る
課
題
な
ど
に
直
面
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
、
新
た
な
発
想
を
提
案
す
る

こ
と
が
「
よ
そ
も
の
」
で
あ
る
私
達
に
で
き
る
こ
と
の

ひ
と
つ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
陸
前
高
田
の
「
お
い

し
い
」
の
秘
密
を
探
る
こ
と
を
主
軸
に
し
つ
つ
も
、
私

達
の
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
活
動
に
な
り
ま
し
た
。

街歩きのまとめは、新規参加者さんと一緒にゼロから作成します。

　

 

〜
「
お
い
し
い
」
の
秘
密
に
迫
る
〜

　

「
産
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
で
は
、
一
次
産
業
従
事
者
の

方
を
中
心
に
、
陸
前
高
田
の
「
お
い
し
い
」
を
つ
く
る

方
達
に
歴
史
や
他
地
域
と
の
違
い
、
お
い
し
さ
の
秘
訣

に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
農
家
さ
ん
に
、
次
の
方
を

紹
介
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
お
り
、
ど
ん
ど
ん
「
お

い
し
い
」
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
り
ん
ご
農
家
さ
ん
、
園
芸
農

　

  

～
陸
前
高
田
に
関
わ
る
人
と
交
流
～

　

若
興
人
の
家
に
様
々
な
人
を
招
い
て
、
ご
は
ん
を
一

緒
に
食
べ
な
が
ら
、
陸
前
高
田
に
住
ん
で
い
る
方
、
移

住
し
て
き
た
方
、
活
動
し
て
い
る
方
た
ち
か
ら
見
た
陸

前
高
田
を
知
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

い
ろ
ん
な
人
が
若
興
人
の
家
に
集
ま
っ
て
、
わ
い
わ

い
盛
り
上
が
る
、
そ
ん
な
光
景
を
ず
っ
と
思
い
描
い
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
が
初
め
て
実
現
し
た
の
が
２
０
１
４
年

１０
月
の
こ
と
で
す
。
学
生
、
市
役
所
、
Ｎ
ＰO

な
ど
、

陸
前
高
田
に
様
々
な
形
で
関
わ
る
人
が
約

２０
名
集
ま
っ

て
、
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
長
い
時

間
か
け
て
作
り
続
け
て
き
た
、
想
い
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

た
家
に
、
こ
れ
だ
け
の
人
が
集
ま
っ
て
く
れ
て
熱
く
語

り
合
う
、
こ
の
光
景
だ
け
で
お
腹
い
っ
ぱ
い
！
メ
ン
バ
ー

に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
瞬
間
で
す
。
そ
の
後
も
、
毎

活
動
で
必
ず
交
流
会
を
実
施
し
、
本
当
に
様
々
な
方
か

ら
陸
前
高
田
を
知
る
機
会
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
魅

力
や
想
い
、
ニ
ー
ズ
を
聞
く
こ
と
で
、
私
た
ち
の
活
動

を
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
み

ん
な
が
集
ま
れ
る
場
所
と
し
て
の
若
興
人
の
家
が
機
能

し
て
き
て
い
る
感
触
が
あ
り
、
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
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交流会参加者から

　●交流会は大学生のみなさんとシチュ
　ーを食べながら色々は話ができて楽し
　かったです♪

　●こうして地方の大学生の方々とお話
　をすることができて楽しかったです。
　またこのような機会があればひ誘って
　ください！

　●陸前高田のこともこんなに考えてく
　れていることも知り、本当に嬉しかっ
　たです！　

　●震災後被災した地域を歩くことがな
　かったのでとて良い機会になりました。
　街歩きをして震災前の忘かけていた風
　景、部活で走ったこと、遊んだこと、
　またとっても懐かしいほっこりした出
　来事などなどたくさんのことを思い出
　すことができました。当時のことも思
　い出しましたが懐かしい良い思い出の
　方がとても多く思い出されました。ま
　た、改めて陸前高田について考える良
　い機会になりました。

参
加
ま
で
の
流
れ

　

 

～
の
こ
す
、
街
歩
き
、
発
見
・
発
信
～

　
　

現
在
の
「
発
見
・
発
信
班
」
は
事
業
開
始
当
初
は

「
の
こ
す
」
で
し
た
。
「
の
こ
す
」
で
は
、
陸
前
高
田
の

歴
史
・
文
化
・
震
災
に
つ
い
て
若
者
が
知
る
た
め
、
全
国

か
ら
陸
前
高
田
に
関
わ
る
資
料
（
文
献
や
写
真
集
、
震
災

の
記
録
な
ど
）
を
集
め
、
保
管
し
、
何
時
で
も
若
者
が
閲

覧
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
構
築
す
る
（
シ
ェ
ア
ラ
イ
ブ
ラ

リ
）
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
独
自
で
調

査
も
実
施
し
、
資
料
を
の
こ
し
て
い
く
こ
と
も
目
指
し
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
事
業
開
始
後
、
約
１
年
間
は
、
人
員
や
予
算

の
関
係
で
「
家
づ
く
り
班
」
の
活
動
が
主
と
な
り
、
「
の

こ
す
」
の
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
家
づ
く
り
班
」
の
大
規
模
な
施
工
が
終
了
し
て
か
ら
、

「
の
こ
す
」
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
話
合
い
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
は
す
で
に
外
部
団
体
・
企
業
が
既

に
資
料
集
め
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
差

別
化
を
図
る
た
め
に
、
今
ま
で
若
興
人
の
家
の
中
だ
け
で

活
動
し
て
き
た
学
生
が
外
に
出
て
、
街
歩
き
を
通
し
て
陸

前
高
田
市
内
の
魅
力
を
発
見
し
、
そ
れ
を
何
か
し
ら
の
形

で
残
す
の
は
ど
う
か
、
と
い
う
案
が
で
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
の
こ
す
」
か
ら
「
街
歩
き
」
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
９
月
ま
で
は
、
他
に
も
う
ひ
と
つ
「
交
流
」

と
い
う
班
も
あ
り
、
「
街
歩
き
」
で
発
見
し
た
内
容
を

「
交
流
」
で
発
信
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
発
見
と
発
信
は
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
あ

り
、
魅
力
を
発
見
し
た
メ
ン
バ
ー
が
そ
の
ま
ま
発
信
も
担

う
方
が
、
効
率
が
上
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が

あ
り
、
２
０
１
４
年
１
０
月
に
「
街
歩
き
」
と
「
交
流
」

を
ま
と
め
、
現
在
の
「
発
見
・
発
信
班
」
と
な
り
ま
し
た
。

　掲載：Facebook/Twitter/HP など

　要項：Facebook/Twitter/HP など

　　　　「wakodohouse」で検索

　申込：メール　※下記参照

参加者分バスチケット購入

（早期に売り切れてしまうため）

エントリーシート / 事前資料受取

ボランティア保険加入確認

交通費振込確認

詳細スケジュール送付

　エントリーシート提出

　ボランティア保険加入、加入証明送付

　交通費振込

　集合時間、持ち物

　当日までの緊急連絡先など

活動写真提供（一部で可）

事後レポート提出→交通費補填受取

　バスチケット受取（夜行バス出発前）

　活動写真撮影

　Facebook/Twitter への広報協力

活動写真受取

事後レポート受取→交通費補填振込

Facebook グループ招待

　※事前に承諾いただいた方のみ

　参加者体調管理確認

　スケジュール調整など

↓

活動

１ヶ月前

↓

活動

１ヶ月半前

↓

２週間前

から

↓

１週間前

まで

↓

活動当日

↓

活動

２日前

活動後

１週間以内

活動の大まかな流れ　　※金曜日夜出発、月曜朝到着

　通過者へ各種資料送付、補足連絡

　　エントリーシートについて

　　ボランティア保険加入について

　　交通費振込について

活動当日に向けての準備

当日までの緊急連絡先の登録

出発前確認

募集開始（２〜４名募集/回）

募集〆切

活動 参加

各種提出書類〆切

通知連絡

応募（先着順）

PMメンバー 参加希望者

◆
発
見
・
発
信
班
の
目
標
◆

　

2
0
1
4
年
1
1
月 

「
外
部
・
内
部
の
人
か
ら
み
た
陸
前
高
田
の
魅
力
を
知
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

「
お
い
し
い
の
源
を
知
る
」

　

2
0
1
5
年
3
月    

「
現
地
の
人
に
若
興
人
の
家
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
現
地
の
人
と
関
わ
る
）
」

　
　

ご参加の際には、「家づくり班」/「発見・発見班」

どちらも体験できるように調整致しますが、

ご希望がある場合は申込時にお伝えください。

原則 毎月第３土日が活動日ですが、変更するこ

ともございます。

（７月、１月は学生のテスト期間のため実施しません）。

氏名 / 所属 / 連絡先（メールアドレス & 電話番号）

/ 活動に参加する上で期待すること、その他

☆参加希望者は w-gakusei@savetakata.org に下記をご記載ください。
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広報
●若興人の家の活動を周知、報告

　広報の一つ目の目的は、若興人の家の活動を周知し、報告することです。

　主に SNS を使って広報し、具体的な活動内容は、定例ミーティングの報告、各班（家づくり班、

発見・発信班）のミーティング報告、Youth for 3.11 の事前研修参加報告、活動募集開始の告知、

現地活動の様子、見学日時の発表、日報投稿、月間報告を行っております。

●発見・発信班の成果物を発信

　広報の二つ目の目的は、発見・発信班の成果物を発信することです。広報は主に発見・発信班と

連携して行っていきます。まちあるきで作った成果物、活動を月ごとにまとめた新聞「わこうどつ

うしん」を PDF にし、Facebook と HP に投稿したり、印刷したものを若興人の家のファイルに

入れて保管、お世話になった人などに送ります。

●わこうどつうしん

　わこうどつうしんでは、主に家づくりやまちあるき、地域の方との交流会、陸前高田の産業ヒア

リングなどといった若興人の家の活動を、文章・絵・写真を用いて記事にしたり、活動に参加した

若興人の家のメンバーからのコメントなどを載せています。

　わこうどつうしんを通して、陸前高田の魅力を多くの人に知ってもらうと同時に、若興人の家も

知ってもらえたらいいなという思いを込めて、これから発行していきたいと思います。

デザイン

WAKODO BOX
c

発行者：若興人の家学生メンバー
若興人の家基本情報：活動や交流の拠点づくり、高田の魅力の発見と発信。
これらの活動を通じた交流人口の増加を目指しています。
@岩手県 陸前高田市岩手県陸前高田市高田町字鳴石         TEL:0192-47-3287

※一般社団法人 SAVE TAKATA の 3つの事業の 1つである『若者事業』が若興人の家です。

土曜日の「家づくり」作業は、調理などに使う作業台作り、
押入れの床板剥がし、ミーティングルームの床板はりで
した。作業台は思ったより時間がかかりましたが、立派
なものを作ることができて満足しています。
元々あった椅子と高さが合っているので、調理台として
だけではなく、パソコンデスクなどとしても使うことが
できそうです。
　菊池畳店の菊池さんから畳をいただけることになり、
日曜日はミーティングルームを採寸していただきました。

その準備として午前中から荷物を運び出しました。
見てみると捨てなければいけないものがあり、次年度の
活動に粗大ゴミ処理を組み込むことになりました。
　今年度の活動はこれで終了となりましたが、家づくり
班の長期目標である「地域の人とつながる家づくり」を
達成するための具体的な活動内容を打ち出すことが次年
度への課題です。様々な人にものを作ることの喜び、魅
力を感じてもらえるような活動をしていきたいです。

今回は前回も来てくれた高校生を招いて、
交流会をしました。メニューは東北地方
ではお馴染みの芋煮、そして愛情たっぷ
りのおにぎり！
今回は家づくり班のみんなが調理を担当
してくれました。とってもおいしくて、
みんなの話も弾みました！

～参加してくれた高校生からの声～
・今回はまた大学生の方々と再会してすご
く楽しかったです。そして新しい方々とあっ
て、新たに岩手に足を運んでくれる人が増
えてうれしかったです。
また参加したいです。
・交流会とても楽しかったです！芋煮、　　
おにぎり、すっごく美味しかった！
特におにぎりのおかか！
味付けが神がかってました（笑）
また交流会が出来たらうれしいです！

今回の産業ヒアリングは、産直
はまなすさんに卸しているりん
ご農家さんと園芸農家さんにご
協力いただきました。
「自分のつくったものが売れる
のが嬉しくて」「思い出がたく
さんある」と感慨深げにお話さ
れていたのが印象的でした。
農薬を極力使わないで安心して
食べられるものをつくるという
ことがこの農家さんの信条で、
その分、手間がかかるため、

また、5月末～陸前高田では果物の花がきれいに咲く時期が続くそうで、「その時にまたおいで」、
と言っていただきました。桜→桃→梨→りんごという風にだんだんと花が咲くらしく、色とりど
りきれいとのことでした。絶対行きたいです !

あまりたくさん作ることはできないが、１つ１つにかける愛情はとても深いとのことでした。

街歩きの一環でグルメもおこないました。
八木澤商店での「しょうゆソフトクリーム」は
他にはない味！！最初は「しょうゆとソフトク
リームなんて…」と思っていましたが、ほどよ
い風味と甘みが絶妙に絡み合う一品でした。
奇跡の一本松を見に行くときは、しょうゆソフ

東平さんの「自分の役目は陸前高田
にまた来たいと思ってもらうこと」
という言葉が印象的で、その通りパ
ワフルなガイドと胃袋をがっつり掴
まれるコースで、とても楽しかった
です♪
また、今回ははじめて、成果物を作
成することができました
これからもたくさん陸前高田の魅力
は発見していきたいと思います！

桜ライン 311 の東平さんの案内で浄土寺→
石碑→モビリアをまわりました。
モビリアには一軒一軒が少しずつ離れてい
る仮設住宅がありました。
逆に長屋タイプで繋がっている仮設住宅だ
と、音などが丸聞こえだとお話いただき、
仮設住宅住まいというのは数日間だけとい
う話ではないので、ストレスがすごくたま
るだろうな、と思いました。 中華熊谷の「杏仁豆腐」は「今まで食べた杏仁

豆腐の中でダントツ！」という声がたくさん聞
かれる人気商品！セットで食べに行くしかない

中華熊谷の「担々麺」は、陸前高田を始めと
するコンビニ、スーパーでカップラーメンと
しても販売されていた時期もある大人気商品。
陸前高田に住んでいてこの担々麺を知らない
人はいない！のが目に見えて分かるように、
カップラーメンが販売された当初は話題にな
りました。

陸前高田を訪問したのは今回が初めてでした。2日間という短期間であった
にも関わらず陸前高田の印象が『被災地の一地域』から『あたたかくて優
しい町』にがらりと変わりました。震災からもうすぐ 4年が経とうとする
なかで、復興が徐々に進んでいっているようにみえても、その方向性一つ
一つが必ずしも全ての人の意に沿うものではないという難しさを痛感しま
した。同時に、自分達のできることから一歩一歩前に進もうとする姿勢や、
この震災を教訓として次の世代に伝えようという姿勢からは、私自身が日々
をどうやって生きていくべきなのか考えさせられ、また前に進むエネルギー
をもらいました。
たくさん聞くことが出来た今回の訪問を次につなげていくためにも、これ
からもたくさんのお話を聴きに、陸前高田に出かけたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　早稲田大学　法学部 3年　大澤　芙美

◆成果物

若興人の家メインロゴデザイン・若興人の家事業ロゴデザイ

ン・オリジナルあざふリーフレット・オリジナルステッカー・

PM メンバー名刺 * 思案中・わこうどカード * 思案中・

W-BOX* 思案中・wakoDOkei( 時計 )・全力坂プロジェクト

( 撮影 & 編集 )・エコツーリズムパネルデザイン・わこうどロ

ングテーブル・若興人の家小看板・若興人の家大看板・PMM

用ネームプレート・新規参加者用ネームカード・若者文化祭

パネルデザイン ( 歴史、年表、イベント、図面 3 枚、ロゴ 2

枚 )・ウォールペイント・図面制作 (CAD)・若興人 T シャツ・

若興人の家専用記名帳・若興人の家利用マニュアル　etc...
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参加イベント

6 75

3 41 22

2014 年 11 月 29 日　日本エコツーリズム協会

　　　　　　　　　　　 学生シンポジウムへの出展

・パネル部門での展示

・プレゼン

119 10

8

12

2014年9月5日～7日　奥尻島視察

北海道南西地震で甚大な被害を受けた奥尻島。

陸前高田の被災状況・現状と比較しながら、若者

である私たちが陸前高田で何ができるか考えた。

・語り部による防潮堤の説明

・各日確実振り返りミーティング

主催：奥尻島観光協会

2014年10月4日　「まちあるき」＠矢作町

どう陸前高田の魅力を発見・発信していくか。

これからの活動のヒントを探すために

まちあるきに参加。

陸前高田の新たな魅力も発見！

主催：陸前高田市まちづくりプラットフォーム

　　　陸前高田まちづくり協働センター

2014年8月7日　陸前高田市高田町

　　　　　　　  うごく七夕まつり 当日手伝い

　　　　　　　　　　　　　　（森前組）

陸前高田の夏の一大イベントうごく七夕まつり

・写真/動画撮影

・イベントTシャツ販売

・参加者へのインタビュー

主催：陸前高田市高田町

2014年6月22日　陸前高田市高田町

　　　　　　　　　うごく七夕まつり準備 手伝い

・うごく七夕まつりの歴史をまとめたDVD鑑賞

・山車の飾り「あざふ折り」づくり(約1000個)

主催：陸前高田市 河原組

2014年7月6日　TYC vol.6 

　　　　　　　　　～はじめまして東北～

東北大好きな学生が「東北のイマ」を

考えるイベント

・参加団体の紹介

・コラボ企画作り

　　（計11団体参加）

2014年6月21日　リンゴの摘果

「米崎リンゴ」で有名な陸前高田市で農業体験

りんごが木に多くなっていると栄養が

分散しておいしくならないので、

適度に実を落とした。

主催：一般社団法人SAVE TAKATA

2014年6月21日　サツマイモ苗植え＆バーベキュー

・サツマイモの苗植え体験

・産直はまなすさんの野菜を使ったバーベキュー

・他大学学生(8名)との交流

主催：産直はなます

2014年11月22日　桜ライン311植樹会

・運営ボランティアとして参加

・駐車場の誘導と受付の補助をおこなった

 

 

2014 年 11 月 21 日　まつぼっくりちゃん展

　　　　　　　 　　　　設営のお手伝い

・ブース設営

・展示物配置

・壁面装飾

2014年11月15日〜16日　いわて若者文化祭

・「若興人の家」としてパネル展示を行う

・このイベントに向けての準備が自分たち

の活動を見直す機会になった

主催：いわて若者文化祭実行委員会

2015年1月8日　Switch vol.4
「東北にコミュニティの場をつくった都市大生」

学内外で活躍する都市大生や
若者をゲストに活動を
発表してもらうイベント。

・東京都市大学学生への講演
・若興人の家の紹介
・活動参加メンバー募集

主催：都市生活学科学生会

主催：Tokyo Youth Conference for 3.11

主催：ありがとう りくぜんたかた

 　　　「まつぼっくりちゃん」 主催：NPO 法人　日本エコツーリズム協会主催：認定NPO法人 桜ライン311
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い
わ
て
若
者
文
化
祭 

出
展

○
い
わ
て
若
者
文
化
祭
概
要

《
開
催
日
程
》

　
　

2
0
1
4
年
11
月
15
日
〜
16
日

《
開
催
場
所
》

　
　

プ
ラ
ザ
お
で
っ
て
、
な
な
っ
く
、

　

肴
町
商
店
街

《
開
催
目
的
》

・
次
代
を
担
う
若
者
に
、
日
頃
培
っ
た
文
化
芸
術

の
発
表
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
文
化
活

動
を
通
じ
た
交
流
の
場
を
創
出
す
る
こ
と
。

・
復
興
と
そ
の
後
の
岩
手
の
未
来
に
向
け
、
若
者

に
よ
る
文
化
活
動
が
さ
ら
に
活
発
に
な
る
こ
と

に
よ
り
、
日
々
の
生
活
に
潤
い
が
生
ま
れ
る
な

ど
生
活
の
質
や
地
域
の
魅
力
が
向
上
す
る
こ
と
。

・
県
全
体
の
文
化
芸
術
の
新
た
な
魅
力
を
高
め
、

県
の
情
報
発
信
力
を
強
化
す
る
こ
と
。

（
い
わ
て
若
者
文
化
祭
実
行
委
員
会
H
P
よ
り
）

　

事
業
開
始
か
ら
一
年
余
り
の
間
、
私
た
ち
は
目

の
前
に
あ
る
「
や
り
た
い
こ
と
」
に
全
力
で
向
か
っ

て
、
突
っ
走
っ
て
き
ま
し
た
。
良
く
も
悪
く
も
自

分
た
ち
の
活
動
を
振
り
返
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
何
百
枚
も
の
施
工
写
真
や
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
、
活
動
の
歴
史
な
ど
を
「
み
ん
な
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
思
い
な
が
ら
も
、
見
せ
る
「
も

の
」が
準
備
で
き
て
い
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
ち
ょ

う
ど
感
じ
始
め
て
い
た
2
0
1
4
年
8
月
の
こ

と
。
S
A
V
E 

T
A
K
A
T
A
の
佐
々
木
さ
ん

か
ら
、
「
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
あ
る
ん
だ
け
ど
や
っ

て
み
ま
す
？
」
と
提
案
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
「
い

わ
て
若
者
文
化
祭
」
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
ま
で
の
準

備
期
間
が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
全
員
が
関
わ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
「
若
興
人
の
家

を
知
っ
て
も
ら
え
る
い
い
機
会
」
「
自
分
た
ち
の

活
動
を
ま
と
め
た
い
」
と
い
う
メ
ン
バ
ー
の
賛
同

も
あ
っ
て
、
参
加
を
決
め
ま
し
た
。

　

準
備
が
始
ま
っ
た
の
は
10
月
の
初
め
。
「
せ
っ

か
く
ま
と
め
る
な
ら
最
高
の
も
の
を
作
り
た
い
。
」

「
あ
れ
も
作
っ
て
み
た
い
、
こ
の
活
動
も
紹
介
し

た
い
。
」　

　

文
化
祭
で
は
た
く
さ
ん
の
人
が
私
た
ち
の
ブ
ー

ス
に
足
を
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
活

動
を
直
接
広
報
す
る
際
は
、
資
料
や
写
真
を
用
意

し
た
こ
と
で
説
明
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
れ
ま
で
は
正
直
、
自
分
た
ち
の
活
動
が
周
り
に

ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
見
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
が
興
味

を
持
っ
て
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
り
、
自
信
に
も
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
何
よ
り
も
岩
手
の
人
々

に
直
接
広
報
で
き
た
と
い
う
点
が
と
て
も
よ
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
活
動
を
ま
と

め
た
こ
と
に
よ
り
、
広
報
の
ツ
ー
ル
も
で
き
ま
し

た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
「
若
興
人
の
家
」
の

活
動
の
基
盤
が
で
き
、
運
営
体
制
も
整
っ
て
、
こ

の
よ
う
な
報
告
書
を
作
る
に
至
っ
た
の
も
、
こ
の

イ
ベ
ン
ト
が
き
っ
か
け
だ
と
思
い
ま
す
。
様
々
な

意
味
で
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
「
い
わ
て
若
者
文

化
祭
」
に
感
謝
で
す
。

１２０点（1名）
１００点（5名）
・やっていることがよく分かった。特に、家の図面が印象に
残った。
・話が上手い。
・他県の方がこのような活動をしていて感心した。私たちも
参考にさせていただき自分にできることに取り組みたいで
す。
・文章はもちろん、目をひくデザインが素敵。特に今までの
活動パネルが印象に残った。
９９点（1名）
・１点は今後の更なる活動に期待。　
９０点（3名）
・カラフル、実際に模型があって分かりやすい。特に、間取
りと写真が印象に残った。
・パンフレットの形が特に印象に残った。
８０点（6名）
・情報が多くてよかった。
・全体的に良かったが、写真などが小さい。特に活動内容が
印象に残った。
・興味を引きました。
・分かりやすかったと思います。
・２０点は将来の活動分に残しておきます。自分の中では、
学生という立場ながら真剣に取り組んでおられる皆様を尊敬
します。
・内容もすばらしいが展示のクオリティも高い。特に、家の
模型が分かりやすくて印象に残った。
７０点（1名）
・展示は見やすいが、スペースが狭い。

・展示内容が細かく良い。リーフレットの形が特に印象に残っ
た。
・人の優しさと繋がりを感じ、ありがたい、頼もしいと思い
ます。これからもよろしくお願いします。
・すごい

《コメントのみ》

《点数とコメント》
展示内容に対する点数とその理由について

「
も
っ
と
こ
う
し
た
ら
…
」
限
ら
れ
た
期
間
で
、

寝
る
間
を
惜
し
ん
で
行
わ
れ
た
準
備
は
大
変
な
も

の
で
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
自
分
た
ち
の
活
動
が

形
に
な
っ
て
い
く
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

そ
れ
ま
で
リ
ー
ダ
ー
の
パ
ソ
コ
ン
の
中
に
眠
っ

て
い
た
写
真
や
、
途
中
か
ら
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー

が
知
ら
な
か
っ
た
若
興
人
の
家
の
歴
史
。
パ
ネ
ル

を
作
る
た
め
に
は
ま
ず
自
分
た
ち
自
身
が
活
動
全

体
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
自
分
た
ち
の
活
動
を
知
る
機
会
に
な
り
、

と
て
も
充
実
し
た
一
ヶ
月
間
で
し
た
。

◆若興人の家のブースに足を運んでくださった方々に、アン
ケートにご協力していただきました。たくさんのコメントをい
ただきました。ご来場、ご協力ありがとうございました。



31 30

奥
尻
島 

視
察

地震名

マグニチュード

発生日

発生時刻

災害名

死者

行方不明者

北海道南西沖地震

7.8

平成 5 年 7 月 12 日

22:17

北海道南西沖地震災害

202

28

東北地方太平洋沖地震

9

平成 23 年 3 月 11 日

14:46

東日本大震災

15891

2584

出典 : 警視庁災害警備本部広報資料 (27 年 3 月 11 日現在 )

震度

津波到達時刻（第一波）

津波の高さ

死者行方不明者

建物全壊半壊

避難場所数

避難者数

仮設地帯設置地区数

仮設住宅設置戸数

被害総数

当時の年間予算規模

地震発生当時の人口

現在の人口

復興宣言

奥尻島

6（推定）

22:19

29m （31m の説もある）

172 人・26 人

437 棟・88 棟

17

2014 人

9

330

665 億円

50 億円

約 4700 人

2921

平成 10 年 3 月（地震発生 5 年後）

陸前高田

6 弱

15:23

18.3m

3159 棟・182 棟

84

10143 人

53

2168

190 億円

110 億円（平成 21 年度）

24246 人

20351 人（平成 27 年 2 月 28 日現在）

まだ

死者 1601 人 / 行方不明者 207 人

 出典 : いわて防災情報ポータル (27 年 2 月 28 日現在 )

＊視察行程

【奥尻ワイナリー】

奥尻ワイナリーは震災後に、雇用創出と新

たな奥尻ブランドを作ることを目的に設立

されました。震災後０から始めたにもかか

わらず、今や立派な奥尻島の名産品の１つ

になっており、フェリー乗り場のお土産売

り場などでも販売されていました。視察を

通じて感じた奥尻島の課題は、人口が減少

し、産業が衰退し、仕事がないために若者

が島を出ていくという悪循環に飲み込まれ

ているということでした。

その中で、新たな名産品としてワインを売

り出すという前向きな取り組みは、同じ課

題を抱える陸前高田やその他東日本大震災

の被災地にとっても参考になるものだと感

じました。

　何も知らずに奥尻島を訪れたならば

21 年前に津波により甚大な被害を受

けた場所だとは誰も思わないかもしれ

ません。それだけ復興が進んでおり、

新しく整備された街だけ見ると、初め

て訪れる人にとっては、津波の脅威を

想像することは難しいと感じました。

そこで大切になるのが「いかに伝える

か」だと思います。今後復興が進む中で、

陸前高田にも、奥尻島の津波館のよう

な「震災を後世に伝えていく」施設が

建設されていくと思います。その中で、

何を伝えなければいけないのか、どう

すれば自分事として感じてもらえるの

か、しっかり考える必要があります。

そして、被害の壮絶さだけではなく、

一人一人の命の大切さを伝えていくも

のでなければならないと感じました。 

　今後の発展に関して言えば、視察や

話を聞く中で感じたのは「現状維持の

志向」でした。ある程度の復興を遂げて、

そこからの発展がないような印象をい

たるところで感じました。高齢化が進

む街で「発展」を考えることは確かに

難しいのでしょう。そこで、ひとつの

キーワードになるのが「若者」なので

はないでしょうか。私たちのような「未

来志向」の若者が、意欲的に活動する

ことが、街の活気づけにも繋がること

を信じ、これからも地域の方たちと密

接に繋がりながら活動していきたいと

強く思いました。

　

2
0
1
4
年
9
月
5
日
～
7
日
に
ト
ヨ
タ
財

団
国
内
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、
奥
尻

島
を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
1
9
9
3

年
7
月
1
2
日
に
発
生
し
た
北
海
道
南
西
沖
地

震
で
、
奥
尻
島
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
迅
速
な
復
興
施
策
に
よ
り
、
津
波

対
策
の
先
進
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
奥
尻

島
と
陸
前
高
田
の
比
較
を
通
し
て
、
陸
前
高
田
に

お
い
て
若
者
で
あ
る
私
た
ち
に
は
何
が
で
き
る

か
を
考
え
、
今
後
の
活
動
に
活
か
す
こ
と
を
今
回

の
視
察
の
目
的
と
し
ま
し
た
。

視察内容・考察

【防潮堤】

奥尻島では、その地点に到達した津波の高さ

と同じ高さの防潮堤を建設しているため、場

所によって高さが違う防潮堤が見られまし

た。松江地区では、11.6m という最も高い

防潮堤の断面を見ることができましたが、下

から見上げると、なんとも言えない異様な光

景で、圧迫感を感じました。同時に、不安感

も覚えました。それは、防潮堤があるから大

丈夫、93 年以上の津波は来ないだろう、と

いう現地の人の空気を感じたからだと思いま

す。奥尻島視察に来た外国人の中には「防潮

堤という考え方や技術は素晴らしいが、自分

たちにはまねできない。防災のために『もの

を作る』という発想はない。」とおっしゃる

方が多いという話も伺いました。災害が多い

日本だからこそ生まれた発想・技術ですが、

有事の時に一番重要なのはどんな立派な設備

よりも、自分自身の判断であり、ひとりひと

りが防災意識を持つことこそが減災・防災に

つながると実感しました。

【水門】

手動で開閉する水門と揺れを感知すると自動

で開閉する水門の 2 種類を見学しました。

前者については、有事の時にはその地区の防

災担当者が閉めることになっているとのこと

でしたが、東日本大震災では、このような水

門を閉じようと海に戻ったために、避難が遅

れて波に飲まれた例もあります。このことか

らも、自動で開閉する水門を作るべきだと考

えられているようですが、予算が限られてい

てそこまで手が回らないのが現状で、難しい

課題だと感じました。

【津波館】

実際に震災を経験された語り部ガイドさん

に案内してもらいながら館内を巡りました。

館内は写真資料が多くあり、当時の状況を

つかむことができました。ガイドさんが、

私たち学生を見て、「あの時死んでしまった

赤ちゃん達も生きていれば、このぐらいだっ

たのかな」と、ふとした瞬間に少し目を潤

ませていました。それが今回の視察の中で

最も被災体験をリアルに感じ、胸が締め付

けられた瞬間であり、強く印象に残ってい

ます。また、津波館の外には、時空翔とい

う追悼碑がありました。時空翔の真ん中に

は溝があり、震災の発生した 7 月 12 日に

石の正面に海に向かって立つと、夕日がちょ

うどこの溝に沈むようになっています。

視察を通じて

◆
奥
尻
島
視
察
概
要
◆

～今後の陸前高田へ～
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※１

※１

今
ま
で
の
想
い

第
１
期
学
生
リ
ー
ダ
ー　

　
　
　
　
　
　

東
京
都
市
大
学 

３
年　

久
保
玲
奈

　

若
興
人
の
家
は
、
よ
う
や
く
運
営
体
制
や
活
動
の
基
盤
が

整
っ
て
、
安
定
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
し
っ
か
り
と
し
た
体
制
を
作
っ
て
引
き
継
い
で
く

だ
さ
っ
た
先
輩
方
に
感
謝
し
、
先
輩
方
の
想
い
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
つ
つ
、
第
2
期
学
生
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
私
が

次
の
一
年
で
最
も
注
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
、

W
A
K
O
D
O　

B
O
X
の
運
営
で
す
。
今
後
活
動
し
て
い

く
中
で
、
自
主
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、ひ
と
ま
ず
運
営
体
制
が
整
っ

た
今
だ
か
ら
こ
そ
取
り
組
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
こ
の
W
A
K
O
D
O　

B
O
X
は
、
自
主
財
源
の

確
保
と
い
う
点
が
も
ち
ろ
ん
最
も
重
要
な
の
で
す
が
、
広
報

と
し
て
も
と
て
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
「
若
興
人
の
家
」
は
、
東
京
で
の
知
名
度
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
広
報
も
S
N
S
が
主
で
あ
る
た
め
、
な
か

な
か
広
く
浸
透
し
づ
ら
い
状
況
で
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で

様
々
な
人
の
目
に
触
れ
る
場
所
に
私
た
ち
の
活
動
の
一
環
と

し
て
こ
の
B
O
X
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
ま
た
違
っ
た

フ
ィ
ー
ル
ド
も
ふ
く
め
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
私
た
ち
の
活

動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
「
若
興
人
の
家
」
の
活
動
が
、
細
く
て
も
い

今
後
の
展
望

第
2
期
学
生
リ
ー
ダ
ー　

　
　
　
　
　
　

お
茶
の
水
女
子
大
学
2
年　

井
手
菜
摘

い
か
ら
“
永
く
”
続
い
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
一
人
一
人
と
の
出
会
い
、

そ
し
て
交
流
を
「
丁
寧
に
」
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。「
交
流
人
口
の
増
加
」
が
目
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

と
も
す
る
と
「
人
数
」
の
み
に
意
識
が
行
き
が
ち
で
す
。
た

く
さ
ん
の
人
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
陸
前
高
田
を
訪
れ
て

欲
し
い
と
い
う
想
い
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
確
か
に
、
交

流
人
口
と
い
う
字
面
と
し
て
は
、
「
人
数
」
を
表
す
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
一
人
一
人
の
「
陸
前
高
田
で
の
記
憶
」
が

濃
い
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
印
象
的
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ

ど
、
「
永
く
」
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
人
と
な
っ
て
も
ら
え

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
量
は
も
ち
ろ
ん
、
質
に
こ

だ
わ
り
た
い
と
い
う
こ
と
が
私
の
想
い
で
す
。
活
動
の
質
を

上
げ
、
一
人
一
人
に
よ
り
中
身
の
濃
い
経
験
を
し
て
欲
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

震
災
か
ら
4
年
、
か
さ
上
げ
が
本
格
化
し
た
陸
前
高
田
市

内
は
急
速
な
変
化
を
遂
げ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
実
際
に
私

も
、
2
0
1
4
年
10
月
以
降
は
毎
月
1
回
以
上
陸
前
高
田
を

訪
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
市
内
を
巡
る
こ
と
が
な
い
月
を

挟
む
と
、
び
っ
く
り
す
る
く
ら
い
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。
陸
前
高
田
に
つ
い
て
ま
だ
ま
だ
知
ら

な
い
こ
と
だ
ら
け
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
知
っ
て
い
る
場

　

「
身
近
な
人
に
被
災
地
を
訪
れ
て
ほ
し
い
」

　

こ
の
想
い
が
、
私
の
原
点
で
す
。
参
加
人
数
が
ど
ん
な
に

多
く
て
も
、
身
近
な
人
の
心
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、
自
己
満
足
の
活
動
に
な
っ
て
し
ま
う
気
が
し
て
い
ま
し

た
。
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
壁
を
ど
う
低
く
し
て
、

「
行
っ
て
み
よ
う
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
か…

試
行
錯
誤
し

な
が
ら
、
参
加
者
募
集
の
広
告
を
作
成
し
始
め
ま
し
た
。
参

加
者
が
４
名
、
７
名
、

１０
名…

と
少
し
ず
つ
増
え
る
と
、

東
京
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
回
数
も
増
え
始
め
、
陸
前
高
田
で

の
活
動
（
以
下
、
現
地
活
動
）
も
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

現
地
活
動
で
出
会
う
多
く
の
新
規
参
加
者
を
見
て
い
て
、

毎
回
思
う
こ
と
は
「
活
動
の
前
と
後
で
表
情
が
全
然
違
う
」

こ
と
で
す
。
活
動
を
通
し
て
、
与
え
ら
れ
た
作
業
を
こ
な
す

だ
け
で
な
く
、
「
作
業
効
率
を
上
げ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
か
」
「
こ
の
空
間
は
ど
う
す
れ
ば
魅
力
的
に
な
る
か
」
な

ど
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
他
の
参
加
者
と
交
流
す
る

こ
と
で
専
攻
分
野
外
に
つ
い
て
知
り
、
刺
激
を
受
け
た
り
す

る
姿
を
多
く
見
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
「
ど
こ
ま
で
楽
し
く
、
ど
こ
ま

で
真
剣
に
活
動
す
る
か
」
が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
リ
ー
ダ

ー
の
私
は
日
々
様
々
な
業
務
を
行
い
、
現
地
活
動
で
は
参
加

者
に
指
示
を
出
し
、
皆
が
楽
し
く
活
動
を
し
て
い
る
光
景
を

見
て
い
た
の
で
、
全
体
的
に
満
足
し
き
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
「
楽
し
む
だ
け
の
活
動
に
意
味
が
あ
る
の
か
」
と
、

一
部
の
Ｐ
Ｍ
メ
ン
バ
ー
か
ら
声
が
挙
が
り
、
こ
の
と
き
初
め

て
、
私
の
自
己
満
足
の
活
動
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
、
Ｐ
Ｍ
メ
ン
バ
ー
の
こ
と

を
信
頼
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
Ｐ
Ｍ
メ

ン
バ
ー
が
ど
の
よ
う
な
意
志
で
こ
の
事
業
に
関
わ
っ
て
い
る

か
を
分
か
っ
て
い
な
が
ら
、
任
せ
ら
れ
る
業
務
も
全
て
私
が

行
い
、
割
り
振
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
は
「
私
の
想
い
を
伝
え
る
」
「
Ｐ
Ｍ
メ
ン
バ
ー

の
想
い
を
引
出
せ
る
環
境
を
つ
く
る
」
た
め
の
引
継
ぎ
を
す

る
こ
と
を
意
識
し
、
一
人
ひ
と
り
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
ま
し

た
。
「
今
の
活
動
テ
ー
マ
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
」
「
活
動

で
何
を
し
た
い
か
」
を
じ
っ
く
り
聞
い
て
い
く
と
、
今
後
の

方
向
性
や
、
誰
に
何
を
任
せ
ら
れ
る
か
が
具
体
的
に
見
え
て

き
て
、
ス
ム
ー
ズ
な
引
継
ぎ
に
繋
が
り
ま
し
た
。
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
し
た
こ
と
で
一
番
良
か
っ
た
の
は
、
任
さ
れ
た
業
務
を

こ
な
す
の
で
は
な
く
、
「
自
分
は
こ
れ
を
し
て
若
興
人
の
家

を
発
展
さ
せ
た
い
！
」
と
自
主
性
を
持
っ
て
関
わ
る
Ｐ
Ｍ
メ

ン
バ
ー
が
増
え
た
こ
と
で
す
。
学
生
が
企
画
す
る
活
動
の
難

点
で
あ
る
「
個
々
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
差
に
よ
る
意
見
の

不
一
致
」
や
「
団
体
立
上
げ
者
の
想
い
が
代
々
薄
く
な
っ
て

い
く
こ
と
で
軸
が
ぶ
れ
る
」
な
ど
を
越
え
ら
れ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

今
ま
で
コ
ア
と
し
て
関
わ
っ
て
き
た

１８
名
の
Ｐ
Ｍ
メ
ン

バ
ー
の
内
、
約
半
数
は
私
に
と
っ
て
身
近
な
人
で
す
。
「
身

近
な
人
に
被
災
地
を
訪
れ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
想
い
か
ら
関

わ
り
始
め
た
活
動
で
し
た
が
、
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
、

「
若
興
人
の
家
が
好
き
」
と
思
う
メ
ン
バ
ー
ば
か
り
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。

所
も
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
く
今
だ
か
ら
こ
そ
、
陸
前
高
田

に
関
わ
る
私
た
ち
が「
見
て
」「
感
じ
て
」「
考
え
て
」「
伝
え
る
」

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、
た
く
さ
ん
の

学
び
を
く
れ
る
陸
前
高
田
へ
の
恩
返
し
に
な
れ
ば
と
願
っ
て

い
ま
す
。

株
式
会
社VALUEBOOKS

が
提
供
す
る
新
し
い
寄
付
の
仕
組
み
「
チ
ャ
リ
ボ

ン
」。
私
た
ち
は
、
こ
の
仕
組
み
を
利
用
し
て
活
動
資
金
を
集
め
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
ご
自
宅
に
眠
っ
て
い
る
古
本
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、「
チ
ャ
リ
ボ
ン
」

で
検
索
し
、
手
順
に
従
っ
て
寄
付
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。(

送
料
無

料
、
集
荷
可
能)
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PM メンバー 紹介

イケメン女子！

久保 玲奈

東京都市大学

第 2 のふるさと陸前高田を

盛り上げたい！ 

気配りパパ

山本 太郎

早稲田大学 大学院

震災を忘れない

存在でい続けたい！

ムードメーカー◎

かずお（山本和希）

早稲田大学 

陸前高田のあたたかさに

触れつづけたい！

ボス★

須田 怜那

東京都市大学 

自分が学んだ建築の知識を

活かせるし、多くのものを

得られる！

弟キャラ！

竹内 光宏

東京都市大学 

行く前より陸前高田を

もっと知りたい！

関わりたい！

不思議系女子♡

関 瑞希

東京都市大学 

小さなことでも

私たちにも

できることがある！

ものづくり大好き !!

田邉 快登

東京都市大学 

ご飯が美味しい！

自然が綺麗！

高田の人達が温かい！

まちあるき少女♪

瀬川 千咲子

東京都市大学 

陸前高田の魅力を

たくさん発見して、

たくさん発信したい！

みんなのお母さん

小川 杏子

お茶の水女子大学 大学院

渡部 花野子

早稲田大学

陸前高田の魅力を

もっともっと発信

していきたい！

看板娘♡

りんご娘♡

陸前高田の魅力をもっと

知りたい！広めたい！

井手 菜摘

お茶の水女子大学

個性派デザイナー

又吉（鈴木紀明）

東京都市大学卒業 

学生と地域の人との繋がり

をつくりたいし、陸前高田の

新たな可能性を切り開きたい！

お肌つるつる＊

佐藤 柊平

明治大学卒業

陸前高田はふるさとづくりの

最先端 ( フロンティア ) です。

柴野 春菜

明治学院大学

陸前高田の魅力を

多くの人に知って

もらいたいです！

クールなまとめ役

石澤 咲樹

明治学院大学

大好きな陸前高田を

みんなにも好きに

なってもらいたい！

温厚な大食い

境 薫子

早稲田大学

陸前高田を笑顔

溢れる街にして

いきたいです！

ユーモアしちゃうよ♡

プロジェクトマネジメント

これまでのメンバー 現在のメンバー

クールストレート

田中 匠

東京都市大学

見たものを伝えて風化を

少しでも食い止めたい！ 

｢想い｣やつながりを

大切に、活動に

関わっていきたい♪

※2015 年 4 月時点

佐竹 高祐

東京都市大学

陸前高田の良さを

もっと知りたい！

発信したい！

赤い人
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収支計算書
(2014.4.1-2015.3.31) 参加メンバーリスト

※2015 年 3 月 20 日時点

　トヨタ財団は2013年から一年間、助成金という形で「若興人の家／WAKOUDO HOUSE」プロジェクトを支援
させていただきました。2012年秋、SAVE TAKATAのチームからいただいた企画書には、震災から1年5ヵ月を経
た当時の陸前高田における「若者」への支援の不足、地域に最も必要な若者たちが地元の人々や同じ考えを持った人
々と出会い語る事のできる「居場所」が少ないことへの危機感、そして全国の若者と陸前高田の繋がりを支える拠り
所を、若者たち自身の手でつくりたいというビジョンが熱く語られていました。

　プロジェクトを進める上では作業の遅れなどの困難もあったようですが、拠点を「つくる」ことを通じて外と内の若
者をしっかりと巻き込み、繋がりを深め、広がっていくことに少しでも助成金が役に立ったのであれば、トヨタ財団と
しても大変うれしく思います。今後もこの志が受け継がれ、陸前高田の未来のための活動に「若興人の家」が活き活き
と使われていくことを期待しています。

●助成金元　トヨタ財団様から

奥尻島 視察　予算書
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若興人の家を支えてくださった皆さま

株式会社イトーキ

一本松茶屋

岩手県立高田高等学校　教諭　狩野るり子さま

岩手県立高田高等学校　有志生徒

お茶の水女子大学　グローバル文化学環　教授　熊谷圭知

小友砂利店 

小野電気 小野和剛さま

岩大 E_code

カフェ・ミヤマ　渋谷公園通り店 ( 株式会社　銀座ルノアール )

菊池純一さま

クラフトタカタ

佐々木正敏さま

産直はまなす

特定非営利活動法人全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）

気仙大工 菅原康朗さま

有限会社 高田活版

高田大隅つどいの丘商店街

地域支縁団体ＡＲＣH（現 東北ふるさとづくりパートナーズ）

辻ヶ花興産

東京大学大学院 仁平典宏さま

東京都市大学総合研究所応用表現研究室

東京都市大学 都市生活学部 都市生活学科学生会

Tokyo Youth Canference for 3.11

NHK 東北発☆未来塾「未来への芽」

日本エコツーリズム協会　学生部会　副代表　泉有香

( 株 ) 長谷川建設　

北陸学院大学 田中純一さま

村上瞬さま

陸前高田☆川原祭組

陸前高田市役所職員有志

陸前高田花菜畑の会代表　佐藤新三郎 

NPO 法人 陸前高田「みんなの家」

山中保博さま

米崎小学校仮設住宅自治会

K.S. さま

Y.E. さま

特定非営利活動法人
wiz

学生ラウンジ
CAMPUS PLUS

東京都市大学
学生有志団体

TAKE ACTION

二又復興交流センター

NPO法人
Youth for 3.11

レインボーサライ
冨山勝敏さま

つながりから住みたいまちへ、

　未来をつくる若者たちの挑戦

Juntos vol.79　まちの魅力を見つける育てる⑱

2014年8月10日  発行

若者流出を防止！

　若者流入を目指すプロジェクト

地域支え合い情報 19号　未来をつくる若い力 特集

2014年3月20日  発行

「復興マップ」最終号

　施設の代表者に手渡す「若興人の家」メンバー

岩手日報　地域（24頁）

2014年8月30日  掲載  

「若興人（わこうど）の家プロジェクト」

NHK 東北発☆未来塾「未来への芽」

2014年11月17日  放送  

古民家 若者集う場に　看板設置しPR

岩手日報　地域（30頁）

2014年11月22日  掲載  

※新聞は、レイアウトの都合上一部切り取って掲載しています

Young Entrepreneurs 
運営委員会

※新聞は、レイアウトの都合上一部切り取って掲載しています



一
般

社
団

法
人

S
A

V
E

 T
A

K
A

T
A

 若
者

事
業

 「
若

興
人

の
家

」
　

2
0

1
3
ー

2
0

1
4

年
度

 活
動

報
告

書
 　

/
　

2
0

1
5

年
４

月
発

行

団体名　　　一般社団法人 SAVE TAKATA 若者事業 「若興人の家」

住所　　　　〒029-2205 岩手県陸前高田市高田町字大隅 93-1 高田大隅つどいの丘商店街 9 号

TEL　　　　0192-47-3287

E-MAIL　　 wakodohouse@savetakata.org 

WEB　　　  http://wakodohouse.org

facebook　 https://www.facebook.com/wakodohouse.page

twitter　　  https://twitter.com/wakodohouse
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この報告書はすべて

学生が制作しました

文：井手菜摘 /久保玲奈 /山本和希

デザイン：鈴木紀明

補助：小川杏子 /佐竹高祐 /瀬川千咲子

　　　境薫子 /渡部花野子

主たる担当
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